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平成２２年第４回定例会
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午前１０時００分 開議

○議長（馬場騎一君） 定足数に達しており

ますので、４日目の本会議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第４号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第１ 議案第６１号から

日程第９ 議案第６９号まで

○議長（馬場騎一君） 日程第１ 議案第６

１号から日程第９ 議案第６９号までの計９

件を一括議題とします。

予算審査特別委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項があります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） ただいまの委員長報

告に対し質疑を行いますが、通告がありませ

んので、質疑を終結します。

討論を行います。

なお、討論の通告がありますので、発言を

許します。

１２番野坂篤司議員。

○１２番（野坂篤司君） 私は、議案第６１

号三沢市一般会計補正予算の中の中心市街地

活性化推進費の出資金及び貸付金に対する予

算措置に対し、反対の立場で討論いたしま

す。

既に御案内のとおりですが、ＭＧインター

ナショナル株式会社が経営するＭＧプラザ建

設は、平成２０年８月に工事中断、その後、

２１年３月に新しく工事が始まり、６月に

は、三沢市補助金１億３,９００万円、内閣

府補助金２億８,４００万円、株主資金１億

９,２００万円、合計６億１,５００万円で計

画が始まりました。

そして、２２年２月にＭＧＩから三沢市商

工会に対し支援要請があり、４月に商工会が

中心となり、三沢まちづくり支援協議会が設

立され、１０月２８日に三沢市商工会、三沢

まちづくり支援協議会から三沢市に９,５０

０万円の支援要請がありました。その要請を

受けて、市は、第４回定例会に補正予算、中

心市街地活性化推進費の出資金及び貸付金を

議案審議として上程されたのであります。

この議案は、三沢市議会議員一人一人に、

市民の血税９,５００万円の使い方をゆだね

られたわけであります。お金の使い方でその

人の人格が決まるという格言があるとおり、

お金は集めるより使い方が大事なのでありま

す。

私は、次の四つの理由から、中心市街地活

性化推進費の出資金及び貸付金の予算措置に

反対するものであります。

一つ目として、当初６億１,５００万円で

計画された事業が、現在は建設費その他費用

で９億２,７５４万円に膨れた計画を三沢市

が調査・検証していながら、市民や議会に説

明をしていない。なぜ説明ができなかったの

か、理解ができないこと。

二つ目として、出資金６,５００万円、貸

付金３,０００万円を貸し出すＭＧプラザの

現在の株主が経営権を事実上手放していて、

いまだに新しい役員、いわゆる経営陣が決

まっていない。このような状態で、なぜ三沢

市が市民の税金を１２月に出資・決議をする

のか、理解ができないこと。

三つ目として、どんなに小さな会社でも銀

行に融資を申し込むときは、決算書、試算

表、貸借対照表、返済計画表、事業計画書な

どを提出しますが、このような大事な書類を

どこで審査しているのでしょうか。これまで

何回か説明を受けておりますが、議員として

これらの書類を一度も目にしたことがありま

せん。なぜ計画を検証しないままに予算要求

をするのか、理解できないこと。

四つ目として、経営が破綻状態に陥ってい

る会社を第三セクター化することは、三沢市

始まって以来、全国的にも例を見ない、時代

に逆行することであります。県内の市町村の

例を見るまでもなく、第三セクター化は極め

て危険な選択だと思います。今後も市民の血

税をなし崩し的に投入される可能性が大きい

第三セクター化を、なぜ今やるのか、理解で
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きないこと。

以上、私が疑問に思っているこれらのこと

は、少なからず市民の皆さんも関心のあるこ

とだと私は思っているのであります。もう少

し時間をかけ、多くの市民の皆さんと一緒に

考え、次の議会で審議すれば済むことだと思

うのであります。

私も商人の端くれとして、アメリカ村計

画、ＭＧプラザは成功していただきたいと願

う一人であります。しかし、今回の三沢市が

行うＭＧプラザに対する出資金、貸付金の予

算措置は、余りにも唐突であり、ずさんであ

り、到底一般市民の納得が得られない行為だ

と考えることから、当該議案に対し反対をす

るものであります。

○議長（馬場騎一君） 次に、５番鈴木重正

議員。

○５番（鈴木重正君） 議案第６１号平成２

２年度三沢市一般会計補正予算（第４号）に

ついて、賛成の立場で討論いたします。

大型店、郊外店の進出、景気低迷、経営者

の高齢化など、中心市街地、商店街を取り巻

く環境は大変厳しい状況の中にありますが、

中心市街地、そして商業の活性化は、そのま

ちの発展、にぎわいのために最も効果をもた

らす重要な手段の一つであり、そのために三

沢市では、進み行く地方分権社会にあって、

自分たちのまちは自分たちがつくるとの思い

をも持ち、当市の持つ最大の個性である異文

化と出会えるまち、豊かな国際性を生かした

中心市街地、商業の活性化を目指し、アメリ

カ村整備事業を立ち上げたのであります。

当該事業は、地産地消による市内の経済循

環の確保にとどまらず、地域の個性・特色を

生かし、県内はもとより、県外からの集客を

も視野に入れ、当市経済の拡大に寄与してい

くものと期待が寄せられ、進められたもので

あります。

これまで、平成１９年１１月に内閣府から

認定を受けた三沢市中心市街地活性化基本計

画のもとに、国土交通省の補助事業として、

中央町地区都市再生土地区画整理事業、防衛

省の補助事業として、アメリカ村広場整備事

業をはじめとする３事業、そして、アメリカ

村の顔、拠点施設であるＭＧプラザの建設に

当たっては、経済産業省の補助事業である戦

略的中心市街地商業等活性化支援事業を活用

するなど、国の補助金を効果的に、かつ最大

限に活用して、その整備が進められてきたも

のであります。

ＭＧプラザの建設、運営に関しては、紆余

曲折を経て今日に至っているわけであります

が、ここで、ＭＧプラザを運営するＭＧイン

ターナショナル株式会社が破綻するというこ

とになれば、国からの信用は失墜し、中心市

街地の活性化対策事業への影響のみならず、

当市の今後のまちづくりにおいても、大きな

マイナスとなることは火を見るより明らかな

のであります。

私は、中心市街地の活性化対策は、これが

最大にして最後のチャンスであろうと思って

おります。時は得がたくして失いやすし、今

すべきこと、やらなくてはならないことは、

関係者が一丸となって、アメリカ村の顔、そ

して、三沢市の顔となるべく、ＭＧプラザを

つくり上げていくことであると考えるのであ

ります。

本件については、市民の皆さんにも賛否両

論、さまざまな声、意見があります。

そのような中、三沢市では、ＭＧインター

ナショナル株式会社に対する支援を決め、さ

らには、重大な責任を持ち、その経営にも参

画することを選択されたわけでありますが、

市民本位の市政を掲げる種市市長が、中心市

街地活性化のため、相当の決意と覚悟を持っ

て選択されたものであろうと思います。

関係各位には、その決意と覚悟を決して無

にすることなく、また、市民の皆さんの血税

による支援だということを重く受けとめ、思

いよこしまなく、ＭＧプラザの再生、ひいて

は中心市街地の活性化、活力ある、にぎわい

あるまちづくりのために一致団結し、全力を

傾注していただきますよう切に望むというこ

とを申し添え、私は、ＭＧインターナショナ
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ル株式会社に対する出資金及び貸付金が計上

されております議案第６１号について賛成す

るものであります。

○議長（馬場騎一君） 次に、３番奥本菜保

巳議員。

○３番（奥本菜保巳君） 議案６１号平成２

２年度三沢市一般会計補正予算、中心市街地

活性化推進費、ＭＧインターナショナル株式

会社に対する貸付金として３,０００万円、

出資金として６,５００万円、計９,５００万

円の予算措置に対し、反対討論をいたしま

す。

その理由として、まず第１に、一民間企業

であるＭＧＩ株式会社に対し、なぜ市が出資

しなければならないのか、大変疑問に感じて

います。既に１億３,９００万円を投入して

いるにもかかわらず、過去においてＭＧＩが

ずさんな事業計画を推し進めてきた結果、無

駄な支出がふえ、ついに資金繰りに行き詰

まったのではないでしょうか。それなのに、

なぜそのツケを公金で穴埋めしなければなら

ないのか、大変怒りの声が上がっています。

このように、なぜこれほどまで市民が怒っ

ているのでしょうか。それは、これまでＭＧ

プラザを含むアメリカ村事業に対して、市が

市民に対し説明を怠ってきたからではないで

しょうか。そして、市に対する不信感が強く

なってきたことが一番の原因ではないでしょ

うか。これまでの経緯や責任の所在、なぜ資

金繰り難に陥ったのか、なぜ市がＭＧＩを支

援しなければならないのか、市民の理解が得

られるような十分な説明ができていないので

はないでしょうか。しっかりと市民への説明

責任を果たし、謝罪するべきところは謝罪

し、そして、合意形成を導く努力が必要だと

思います。

次に、市が６,５００万円出資することに

より筆頭株主になり、第三セクター化するこ

とには疑問を感じています。第三セクター化

すれば、公営的な要素が強くなり、運営に関

しても制約が生じ、また、今後さらなる資金

投入も考えられます。

確かに、まちづくりは市の重要な仕事で

す。しかし、ＭＧプラザを含むアメリカ村の

活性化、成功のためには、そのまちを構成す

る住民の熱意と努力がなければ、行政だけが

頑張ってもどうにもなりません。まずは、地

域商店街の皆さん、商工会、行政が原点に立

ち返り、人づくりから始めて、ＭＧプラザを

含むアメリカ村を再生させるべきであると思

います。

しかしながら、現時点での９,５００万円

支援による今後の事業展開があいまいな点が

多く見受けられ、明るい展望につながるしっ

かりとした事業計画にはなっていません。

よって、支援のあり方を十分に精査する必要

があると思います。

以上の趣旨から反対を表明いたします。

○議長（馬場騎一君） 次に、１７番山本弥

一議員。

○１７番（山本弥一君） それでは、議案第

６１号平成２２年度三沢市一般会計補正予算

について、賛成の立場で討論させていただき

ます。

今回の補正予算は、新型インフルエンザ予

防接種対策事業費に５,５１６万９,０００円

をはじめ、中心市街地活性化推進費として、

ＭＧインターナショナル株式会社への貸付金

３,０００万円と出資金６,５００万円の合計

９,５００万円、そして、各特別会計等への

繰出金の調製等、緊要な行政経費の補正でご

ざいます。

補正予算は、当初予算の調製後に生じた事

由に基づいて、既定の予算に追加や変更を加

える予算でございます。

今回の補正予算の中で注目されるのが、中

心市街地活性化基本計画に基づく国際色を生

かしたアメリカ村の整備計画にかかわる拠点

施設であるＭＧプラザの経営が行き詰まっ

て、ＭＧインターナショナル株式会社への貸

付金と出資金、合計９,５００万円の支援で

あります。

本市は、社会的構造の著しい変化で、既存

商店街と郊外型大型店との競争で、中心商店
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街は衰退の一途をたどり、活気や魅力を失っ

ていることから、国際色を生かした中心市街

地の魅力あるまちづくりを目指して８０億円

余りを投じ、商業を軸としてアメリカ村の形

成と街区集約を促進するため、整備事業を実

施してきたところでございます。

しかし、核施設であるＭＧプラザの経営が

資金運営に行き詰まったため、商工会委員を

はじめとする方々で三沢まちづくり支援協議

会を設立し、ＭＧインターナショナル株式会

社への支援に乗り出す一方、市に対し９,５

００万円の支援を要請してきて、市ではこれ

を受けて予算化を図ったものであります。

ＭＧプラザが公共性を持ったアメリカ村の

集客拠点施設として建設された経緯を踏まえ

ますと、三沢市がＭＧインターナショナルに

出資をし、経営に参画していくことは、本市

のまちづくりに対する責任と、今後、ＭＧプ

ラザの果たすべき役割を十二分に発揮させる

ためには必要不可欠でございます。

しかし、一部には、ＭＧプラザの再建の必

要性は理解するものの、今回のＭＧインター

ナショナル株式会社への出資金に対し、その

運営の成否によっては市の財政に影響を及ぼ

すため、懸念する声もあります。だが、全国

的に地域経済の活性化やまちづくりのため、

第三セクターを設立して、各地域で実施され

てきているところでもございます。

したがって、当局がＭＧプラザの活動分野

の組織と責任分担等について整合性を十分確

保し、収支構造及び財政支援効果を検討し、

実施していくならば、懸念を払拭できるはず

であります。

もし、アメリカ村構想の拠点施設であるＭ

Ｇプラザへの支援をこのまま放置することに

なるならば、運営が立ち行かなくなることは

明白でございます。そうなりますと、本市の

今後の中心市街地活性化事業計画に大きな影

響も懸念され、これまでの計画も中途半端な

ものに相なり、その損失ははかり知れなく、

今回の支援予算額よりもはるかに損失額が

オーバーし多額となり、本市の今後のまちづ

くりの活性化も望めません。そういうおそれ

がございます。

当市の商店街は、小売業の生活の基盤でご

ざいます。また一方、本市のまちの顔でもあ

ります。このため、我が三沢市の価値ある商

店街の振興は避けて通れない我々の政治課題

でもございます。

さらに、我々には、アメリカ村構想整備事

業費を議決した責任があります。市当局も、

商店街の復建には相当の努力と時間、そし

て、多額の投資が要求される一方、リスクも

伴います。

いずれにしても、我が三沢市の商店街の問

題解決に向けて、市民全体で挑戦をしていか

なければなりません。

以上の観点と理由から、議案第６１号平成

２２年度三沢市一般会計補正予算に対し、私

は、ＭＧインターナショナル株式会社への出

資及び貸付金は本市の英断と評価し、よっ

て、賛成を表明するものであります。

以上で、私の賛成討論を終わります。

○議長（馬場騎一君） 以上で、討論を打ち

切ります。

これより、採決します。

議案第６１号を除く、議案第６２号から議

案第６９号までの８議案は、委員長報告のと

おり決することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第６２号平成２２年度三沢市

国民健康保険特別会計補正予算（第１号）、

可決、議案第６３号平成２２年度三沢市土地

区画整理事業特別会計補正予算（第１号）、

可決、議案第６４号平成２２年度三沢市農業

集落排水事業特別会計補正予算（第１号）、

可決、議案第６５号平成２２年度三沢市下水

道事業特別会計補正予算（第２号）、可決、

議案第６６号平成２２年度三沢市介護保険特

別会計補正予算（第３号）、可決、議案第６

７号平成２２年度三沢市後期高齢者医療特別

会計補正予算（第１号）、可決、議案第６８
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号平成２２年度三沢市水道事業会計補正予算

（第１号）、可決、議案第６９号平成２２年

度三沢市立三沢病院事業会計補正予算（第１

号）、可決とそれぞれ決しました。

次に、議案第６１号を採決します。

本案に対する委員長報告は、可決です。

本案は、委員長報告のとおり決することに

賛成の方の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（馬場騎一君） 起立多数です。

よって、議案第６１号平成２２年度三沢市

一般会計補正予算（第４号）については、可

決と決しました。

─────────────────

◎日程第１０ 議案第７２号から

日程第１７ 議案第７９号まで

○議長（馬場騎一君） 日程第１０ 議案第

７２号から日程第１７ 議案第７９号までの

８件を一括議題とします。

ここで、地方自治法第１１７条の規定によ

り、小比類巻正規議員の退席を求めます。

（１４番小比類巻正規君、退席）

○議長（馬場騎一君） 条例等審査特別委員

会の審査報告書は、お手元に配付したとおり

です。

委員長、補足して報告する事項があります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） ただいまの委員長報

告に対し、質疑・討論をあわせて行います

が、通告がありませんので、質疑・討論を終

結します。

これより、採決します。

議案第７２号から議案第７９号までの８議

案は、委員長報告のとおり決することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第７２号三沢市乳幼児医療費

給付条例の一部を改正する条例の制定につい

て、可決、議案第７３号三沢市都市公園条例

の一部を改正する条例の制定について、可

決、議案第７４号三沢市消防本部手数料条例

の一部を改正する条例の制定について、可

決、議案第７５号三沢市火災予防条例の一部

を改正する条例の制定について、可決、議案

第７６号財産の取得について、可決、議案第

７７号公の施設の指定管理者の指定について

（三沢市立図書館）、可決、議案第７８号公

の施設の指定管理者の指定について（三沢市

大空ひろば）、可決、議案第７９号市道の路

線の認定について、可決とそれぞれ決しまし

た。

（１４番小比類巻正規君、着席）

─────────────────

◎日程第１８ 議案第８０号

○議長（馬場騎一君） 日程第１８ 議案第

８０号三沢市教育委員会委員の任命につき同

意を求めることについてを議題とします。

この議案は、本日、執行部より追加議案と

して追加提出されたものです。

提案理由の説明を願います。

市長。

○市長（種市一正君） 議案第８０号につい

て御説明申し上げます。

議案第８０号は、三沢市教育委員会委員の

任命につき議会の同意を求めるものでありま

す。

平成２２年１２月２４日をもって熊野稔氏

の三沢市教育委員会委員としての任期が満了

することから、引き続き熊野氏を任命するた

め提案するものであります。

なお、本人の略歴につきましては、議案書

に記載しているとおりであります。熊野氏

は、人格、識見ともにすぐれた方であります

ので、よろしくお願い申し上げます。

○議長（馬場騎一君） お諮りします。

この議案は、会議規則第３７条第３項の規

定により委員会付託を省略し、本会議審議に

したいと思います。これに御異議ございませ

んか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま



― 96 ―

す。

よって、委員会付託を省略することに決し

ました。

なお、この議案は人事案件でもありますの

で、先例により質疑・討論を省略し、直ちに

採決したいと思います。これに御異議ござい

ませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認め、

質疑・討論を省略し、直ちに採決します。

議案第８０号については、これに同意する

ことに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、議案第８０号三沢市教育委員会委

員の任命につき同意を求めることについて

は、これに同意することに決しました。

─────────────────

◎日程第１９ 基地対策特別委員会

中間報告

○議長（馬場騎一君） 日程第１９ 基地対

策特別委員会中間報告を議題とします。

１４番。

○１４番（小比類巻正規君） 基地対策特別

委員会中間報告。

本委員会においては、審査中の事件につい

て、会議規則第４５条第２項の規定に基づき

中間報告をいたします。

本委員会は、去る１０月１５日、会議を開

催し、さきに国に対して行った三沢基地周辺

対策に関する要望について、今後の要望の進

め方について協議をいたしました。

その結果、国の来年度予算の編成作業の中

で検討していただくためにも、項目を絞っ

て、再度要望行動を実施すべきという結論に

至り、従来から行ってきた防衛省を訪問して

の要望については、さきに要望した１１項目

を４項目５点に絞り込んで行うこととし、国

有提供施設等所在市町村交付金及び施設等所

在市町村調整交付金の改善、いわゆる基地交

付金の改善については、これとは別に所管す

る総務省を訪問し、要望することとしたとこ

ろであります。

なお、これらの要望は、１０月２１日及び

２２日の２日間にわたって、副市長、副議長

とともに、委員７名で実施したところであり

ますが、具体的な要望項目及びこれらに対す

る国の回答は、１点目の三沢飛行場第二滑走

路の早期着工と航空機産業等の企業集積につ

いては、今は管制回数・離着陸回数は落ちて

いるが、継続的に調査していきたい。企業集

積については、ある程度具体的な話が出てく

れば、具体化の起動のためにできる限りのこ

とはしたいとのことであります。

２点目の地域の実情に合った移転補償対象

区域の見直しについては、非常に難しい問題

だが、最大限前向きに検討していきたいとの

ことであります。

３点目の９条交付金の増額については、こ

れからの予算折衝次第ではあるが、かなり大

きな額の増額を概算要求している。早期決

定、一括配分については、制度的に難しいの

で御理解をいただきたいとのことでありまし

た。

４点目の(仮称)三沢市国際交流スポーツセ

ンターの建設については、まちづくり等を含

めてどのようにするかの議論は進んでいると

聞いているので、今後できるだけのことをや

らせていただきたいとのことであります。

５点目の地域振興に対する支援について

は、基地関連工事については一昨年に地域評

価型の総合評価方式ができ、地域を知ってい

る企業の方々が受注しやすい機会がふえれば

と思っているが、同時に地元企業も競争力を

つけることが必要である。調達物資について

は、できるだけ分割的に発注することにして

いる。基地従業員の雇用確保については、米

側と調整をして、安定的な雇用に努めていく

つもりであるとのことでありました。

また、総務省を訪問して要望した基地交付

金の改善については、ことしは、去年と比べ

て１０億円の増額が確保されているが、これ

を毎年ふやすことは、今の財政事情からいっ
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ても極めて難しいと思っているが、これが固

定資産税の代替的性格を有するものであると

いうことや、防衛政策に対する住民の意識が

高くなっているという情勢を考えると、この

部分は、これからも確保していかなければな

らないと考えているとのことであります。

なお、今回の要望行動では、防衛省及び総

務省のほか、東北防衛局及び県選出国会議員

に対しましても要望書を提出してまいりまし

た。

昨今の国の財政情勢の厳しさは理解するも

のでありますが、本委員会は、基地が所在す

る自治体に暮らす市民の生活を守るため、そ

れぞれの課題の早期実現に向け、今後とも活

動してまいりたいと考えております。

以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添え、基地対策特別委員会の中間報

告といたします。

○議長（馬場騎一君） 質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 質疑を終結します。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、基地対策特別委員会については、

引き続き閉会中の継続審査とします。

─────────────────

◎日程第２０ 中心市街地活性化対

策特別委員会中間報

告

○議長（馬場騎一君） 日程第２０ 中心市

街地活性化対策特別委員会中間報告を議題と

します。

１６番。

○１６番（舩見亮悦君） 中心市街地活性化

対策特別委員会における審査状況について、

会議規則第４５条第２項の規定に基づき、中

間報告いたします。

先般１０月８日並びに１２月７日の２度に

わたり委員会を開催し、病院跡地利用や中心

市街地活性化基本計画の進捗状況について調

査したところであります。

まず、１０月８日の委員会では、病院跡地

利用について調査を行い、執行部より、病院

跡地利用に係る事業者募集の経緯等について

説明を受けたところであります。

跡地の貸与に係る公募については、既にそ

の概要等は公にされているところであります

が、４事業者からの申し込み・提案をもと

に、９月４日、９月１７日と病院跡地利用審

査委員会を開催、そして、９月２１日には、

委員会における審査結果を市長へ報告、これ

を受け、９月３０日、市長は、提案評価点数

第１位の事業者に病院跡地を貸与する決定を

したとの報告を受けました。

説明によりますと、事業者は、株式会社よ

こまち、社会福祉法人昭壽会、こころすこや

か財団、医療法人財団青仁会の４事業者で構

成され、その内容は、医療・福祉・商業を兼

ね備えた複合施設で、平成２４年１２月の

オープンを目指しているとのことでありまし

た。

委員からは、中心市街地活性化基本計画の

趣旨に沿い、かつ地域住民や市民にとっても

大変有意義な施設であると考えられるため、

当該事業が軌道に乗るまで、引き続き鋭意努

力していただきたいとの意見がありました。

次に、１２月７日の委員会では、中心市街

地活性化基本計画の進捗状況について調査を

行い、執行部より当該計画の進捗状況等につ

いて説明を受けたところであります。

この中では、中央町地区都市再生土地区画

整理事業が本年度で完了する見通しであると

いった報告や、国に対して活性化基本計画の

変更申請を予定しているとの報告がありまし

た。

委員からは、活性化基本計画における休日

歩行者通行量、小売業年間商品販売額、市街

地居住人口の数値目標等についての質問があ

り、これに対して執行部からは、新たに空き
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店舗対策を講ずるとともに、商店街関係者の

意識の啓発を図ることにより集客性を向上さ

せ、結果、当初の目標に近づけるよう努めて

まいりたいとの回答がありました。

これらを受け、当委員会といたしまして

は、今後、ＭＧプラザを含む中心市街地の交

通基盤整備、具体的には、当該地域における

交通規制等を検証することにより、人や車の

流れを循環させるような方策を探るべく、調

査・研究に取り組むことを申し合わせたとこ

ろであります。

申し上げるまでもなく、ＭＧプラザについ

ては、現在、危機的な状況に陥っておりま

す。これを見過ごすわけにはいかないとの思

いが、先ほどの中心市街地活性化推進費の議

決につながったものと理解しております。

さまざまな議論がありましたが、ここに、

現状を打開し、再スタートを切る体制が整っ

たわけでありますので、ＭＧＩ関係者並びに

執行部には、重大な決意を持って再建に向け

取り組まれるようにお願いを申し上げます。

そしてまた、我々特別委員会といたしまし

ても、委員会設置の原点であります中心市街

地活性化基本計画の推進をいま一度再認識

し、当初の目標、計画が達成されるよう側面

から助言・提言、そして、サポートすべく汗

をかいてまいりたいと考えております。

以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添えまして、当委員会からの中間報

告といたします。

○議長（馬場騎一君） 質疑を行います。ご

ざいませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 質疑を終結します。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、中心市街地活性化対策特別委員会

については、引き続き閉会中の継続審査とし

ます。

─────────────────

◎日程第２１ 総務文教常任委員会

所管事務調査報告

○議長（馬場騎一君） 日程第２１ 総務文

教常任委員会所管事務調査報告を議題としま

す。

１０番。

○１０番（堀 光雄君） それでは、去る１

１月２４日に開催されました総務文教常任委

員会における所管事務調査の内容について御

報告申し上げます。

今回は、空港利用促進活動の推進につい

て、当市における現状を調査・把握するため

委員会を開催いたしました。

会議では、はじめに、執行部から三沢空港

の利用状況と地域振興にかかわる取り組みに

ついて御説明いただきました。

利用状況につきましては、現在、東京線は

１日３便となっており、近年における搭乗利

用率は、平成１８年度の６８.２％をピーク

に、平成２１年度では５８.５％と減少傾向

であったものの、今年度においては、１０月

末時点で６４.５％と、若干の向上が見られ

ているとのことでありました。

次に、地域振興にかかわる取り組みにつき

ましては、三沢空港周辺の市町村等で構成す

る三沢空港振興会や商工団体等で構成する三

沢空港利用促進期成会との連携により、これ

までにチャーター便就航事業や無料駐車場の

設置、各種サービス、助成事業の企画・開発

等を積極的に展開し、利用促進に努めている

とのことでありました。

また、三沢－札幌線と東京線４便体制を復

活させるため、署名活動や要望活動を実施し

ているほか、本年１０月３１日から運休とな

りました三沢－大阪線、青森－名古屋線の対

応を協議するため、青森県、青森市及び日本

航空との検討会を組織するなど、利便性確保

のための取り組みがなされているとのことで

ありました。
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委員からは、東北新幹線全線開業の影響に

よる利用減少を懸念する意見が多く出された

ほか、利用増加を図るための意見として、す

べての利用者が受けられる思い切った助成金

制度の導入や、修学旅行生の利用を促す方策

などが提案され、これに対し執行部からは、

新幹線による空港利用への影響を見きわめた

上、公共交通体系の再編も視野に入れなが

ら、三沢駅と三沢空港を連結させる２次交通

の確保に努めたいとのこと。

また、提案された助成金制度や修学旅行の

活用については、今後、日本航空や空港振興

会との協議の場で検討していきたいとのこと

でありました。

三沢空港の利用につきましては、東北新幹

線全線開業による影響が今後どのような形で

あらわれてくるかが心配されるところであり

ますが、利用者の利便性が低下することのな

いよう、また、利用促進による、さらなる地

域振興が図られるよう、当委員会といたしま

しても、状況を注視し、必要に応じて意見・

提言などをさせていただきたいと考えており

ます。

以上、簡単ではございますが、総務文教常

任委員会の委員長報告とさせていただきま

す。

○議長（馬場騎一君） 質疑を行います。ご

ざいませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 質疑を終結します。

総務文教常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第２２ 産業建設常任委員会

所管事務調査報告

○議長（馬場騎一君） 日程第２２ 産業建

設常任委員会所管事務調査報告を議題としま

す。

１２番。

○１２番（野坂篤司君） 去る１１月１０日

に行いました産業建設常任委員会の所管事務

調査について、その概要を報告申し上げま

す。

今回の所管事務調査は、三沢市の畜産業及

び三沢市食肉処理センターについて、その現

状及び概要について調査を行いました。

その目的は、当市の畜産業が、その産出額

において、当市の農業全体の半分以上を占め

るというシェアの広い産業であるという実態

を踏まえ、今後の発展の可能性や、これらに

対する現状を把握するために所管事務調査を

行ったものであります。

執行部からの説明によると、当市は、近隣

に飼料コンビナートや化製場を有しているほ

か、交通体系も比較的恵まれていることなど

から、大規模経営を中心とした畜産業が盛ん

な地域となっており、畜産関連誘致企業も立

地されているとのことであります。

また、飼養状況をその頭数で見ますと、乳

用牛は県内７位、肉用牛は９位、豚が３位、

採卵鶏が３位、ブロイラーは県内２位と、そ

のいずれをとっても上位にランクされてお

り、いかに当市において畜産業が盛んに行わ

れているかが確認することができました。

さらに、畜産関連誘致企業についても、ス

ターゼンミートプロセッサー株式会社三沢工

場、第一ブロイラーカンパニー細谷・三沢、

両工場が立地しており、そこに働く人数は、

その総数で六百五十余名を数えるなど、雇用

面においても大きな役割を担っております。

また、三沢市食肉処理センターについて

は、市内を中心とした養豚生産者が搬入した

豚を屠畜・解体する施設として、現在地では

平成８年から操業されているとのことであ

り、財団法人三沢畜産公社の管理運営のもと

１日１,０００頭から１,２００頭の豚が処理

され、使用料等で賄われるその経営は、一般

会計からの繰り入れのない貴重な黒字経営の

施設であるとのことでありました。

なお、説明の後に行った質疑応答では、委

員から、豚だけではなく肉牛の飼育にも力を

入れてはどうかという意見が出され、これに

対し執行部から、現在、三沢市の肉用牛農家

は繁殖専門であるが、農家の意思を確認しな
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がら考えてみたいとのこと。

また、三沢市食肉処理センターに搬入され

る豚の搬入元はどういった地域が多いのかと

いう質問には、昨年度の処理頭数の２８万頭

中、約１１万５,０００頭が市内からのもの

であるが、岩手・秋田県北や北海道からも約

５万頭が搬入されているとのことであり、三

沢市食肉処理センターの広域性をうかがい知

ることができました。

また、当日は、スターゼンミートプロセッ

サー株式会社三沢工場及び三沢市食肉処理セ

ンターをそれぞれ訪問し、施設の概要説明及

び作業風景の見学を行いましたが、今後にお

いては増産も視野に入れながら事業を展開し

ていきたい旨の話も聞かされました。

今回の所管事務調査において、当市の畜産

業は、さらに発展が期待できる産業であると

いう印象を受けましたが、委員会としても、

今後とも機会あるごとに、当市の畜産業の振

興のため、助言・提案をさせていただきたい

と考えております。

以上、産業建設常任委員会所管事務調査報

告を終わります。

○議長（馬場騎一君） 質疑を行います。ご

ざいませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 質疑を終結します。

産業建設常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第２３ 民生常任委員会所管

事務調査報告

○議長（馬場騎一君） 日程第２３ 民生常

任委員会所管事務調査報告を議題とします。

１３番。

○１３番（西村盛男君） 先般１０月２５日

に開催されました民生常任委員会の所管事務

調査について、その概要を報告申し上げま

す。

今回は、民生部と健康福祉部の所管する事

務事業で、三沢市環境基本計画の進捗状況に

ついてと中央保育所の民営化計画の２点につ

いて調査を行いました。

まず、１点目の三沢市環境基本計画の実施

状況についてでありますが、三沢市では、四

つの基本目標を掲げ、１５の基本施策のも

と、２３の環境施策、５０の個別施策を実施

しており、それぞれ事業目標の達成度を評価

しているとのことでありました。

個別施策に位置づけられた５０事業のう

ち、達成もしくは今後達成が見込まれるもの

については４９事業で、ほぼ順調に目標を達

成しているとのことでありました。

委員からは、環境問題に関連して、古間木

川の１号橋から２号橋までは町内会で自主的

に清掃活動をしているが、それ以外のところ

はだれがやるのか、また、古間木川の水質や

景観が悪化する前に対策をとる必要があるの

ではといった質問があり、これに対して執行

部は、今後、対策を含め、県と協議してまい

りたい旨の回答がございました。

また、バイオマスタウン構想についての意

見としまして、市では家畜排せつ物等を利用

した堆肥の活用をさらに推進してはどうかと

いった要望もありました。

次に、中央保育所の民営化計画についてで

ありますが、三沢市においては、本計画を昨

年度の３月、三沢市行政財政改革大綱に掲げ

ており、本年度は２度わたって検討・協議を

行い、民営化にかかわる問題等について精査

している段階であるとのことでありました。

問題点といたしまして、土地と建物は県の

財産であり、市が直営することを条件に無償

で借りている点や、建物等を買い取った場合

には、償還金が残ること等が挙げられている

ため、今後も慎重に検討・調査・協議を重

ね、平成２４年度を目標に、民営化できるよ

う進めてまいりたいとの説明がありました。

委員からは、現在の中央保育所は、三沢保

健所があった建物に移転していることもあ

り、天井が低く、保育所内が暗いため、子供

たちへの影響が懸念される。また、建物も狭

いため、荷物が廊下にまで置かれて、先生方

が休む場所もない。このような状況について
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も改善策等の検討が必要ではないかといった

質問があり、これに対して執行部では、これ

らの点を含め、今後も十分協議してまいりた

いとの回答がありました。

また、人件費の支出を抑える工夫を検討す

る必要があるとの意見もございました。

当委員会といたしましては、今後も環境問

題や中央保育所の民営化は市民生活に直結す

る重要な問題であると認識していることか

ら、その動向を注視し、さらなる調査・研

究・助言を行ってまいりたいと考えておりま

す。

以上、民生常任委員会の所管事務調査報告

とさせていただきます。

○議長（馬場騎一君） 質疑を行います。ご

ざいませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 質疑を終結します。

民生常任委員会の所管事務調査について

は、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第２４ 議員の派遣について

○議長（馬場騎一君） 日程第２４ 議員の

派遣についてを議題とします。

詳細につきましては、印刷してお手元に配

付しております。

お諮りします。

地方自治法第１００条第１３項及び会議規

則第１５８条の２の規定により、別紙のとお

り議員を派遣することに御異議ございません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（馬場騎一君） 御異議なしと認めま

す。

よって、別紙のとおり議員を派遣すること

に決しました。

─────────────────

○議長（馬場騎一君） 以上で、本定例会に

付議された事件はすべて議了しました。

─────────────────

◎市長あいさつ

○議長（馬場騎一君） ここで、特に市長よ

り発言の申し出がありますので、この際、発

言を許します。

市長。

○市長（種市一正君） 平成２２年三沢市議

会第４回定例会の閉会に当たり、議長のお許

しを得ましたので、一言ごあいさつ申し上げ

ます。

今定例会は去る１１月２９日開会され、本

日まで１１日間にわたり、平成２２年度三沢

市一般会計補正予算及び特別会計等の補正予

算をはじめ、行政運営上必要な条例の制定

等、２０の案件について慎重なる御審議を賜

り、それぞれ原案どおり御議決、御同意を賜

りまして、まことに感謝にたえないところで

あります。

御議決賜りました議案の執行に当たりまし

ては、御審議の過程におきまして議員各位か

ら賜りました御意見、御提言等を十分に尊重

し、最善の効果をおさめるよう努力を傾注し

てまいりますので、何とぞ一層の御支援・御

協力をお願い申し上げます。

さて、ことしも残すところあとわずかとな

りましたが、特に、緊急的な案件のない限

り、本定例会がおさめの議会になろうかと思

いますが、議員各位におかれましては、年の

瀬が押し迫り、何かと御多忙のこととは存じ

ますが、御自愛の上、よい新年をお迎えくだ

さいますように御祈念申し上げまして、閉会

に当たってのごあいさつとさせていただきま

す。

ありがとうございました。

─────────────────

○議長（馬場騎一君） これをもって、平成

２２年三沢市議会第４回定例会を閉会しま

す。

午前１１時０２分 閉会
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